
新
春
市
長
対
談

　
名
古
屋
市
の
名
城
大
学
で
、
鹿
児
島
県
出
身
者
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
赤
﨑
勇

さ
ん（
名
城
大
学
終
身
教
授
・
特
別
栄
誉
教
授
）と
森
博
幸
鹿
児
島
市
長
の
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
幼
少
期
か
ら
旧
制
高
校
ま
で
の
多
感
な
時
期
を
本
市
で
過
ご
さ
れ
た
赤
﨑
さ
ん
。
社
会
に
出
ら
れ
て

か
ら
は
、
消
費
電
力
が
少
な
く
、
長
寿
命
な
光
で
あ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）の
研
究
に
人
生
を

さ
さ
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
青
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
は「
20
世
紀
中
は
実
現
不
可
能
」と
も
い
わ
れ
た
難
題
で

し
た
。
多
く
の
研
究
者
が
断
念
す
る
中
、
赤
﨑
さ
ん
は
青
色
の
開
発
を
諦
め
る
こ
と
な
く
長
年
研
究
さ

れ
、
60
歳
の
と
き
世
界
初
の
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
ｐ
ｎ
接
合
型
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

　
青
色
の
誕
生
で
、
す
で
に
開
発
さ
れ
て
い
た
赤
色
・
緑
色
と
光
の
三
原
色
が
そ
ろ
い
、
照
明
で
一
般

に
使
わ
れ
る
白
色
な
ど
あ
ら
ゆ
る
色
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
照
明
の

ほ
か
、
信
号
機
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
で
も
使
わ
れ
、
私

た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長　
本
日
は
、
新
春
対
談
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

赤
﨑
さ
ん　
こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■ 

鹿
児
島
大
空
襲
で
の
壮
絶
な
体
験

市
長　
赤
﨑
先
生
の
青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
ち
な
み
、
本
日
は
青

の
ネ
ク
タ
イ
を
つ
け
て
ま
い
り
ま
し
た（
笑
）。

　
　
さ
て
、
先
生
は
、
南
九
州
市
知
覧
町
の
お
生
ま
れ
で

す
。
私
の
父
母
も
知
覧
の
出
身
で
す
。
母
の
旧
姓
は
赤

﨑
で
す
。
先
生
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
た
と
き
、

親
戚
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
血
縁
関
係
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す（
笑
）。

　
　
先
生
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
や
京
都
賞
な
ど
多
数
受
賞
さ

れ
、
地
元
鹿
児
島
の
英
雄
で
す
。
何
歳
ま
で
知
覧
で
過

ご
さ
れ
た
の
で
す
か
。

赤
﨑
さ
ん　
知
覧
に
い
た
の
は
２
歳
く
ら
い
ま
で
の
よ
う

で
、
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
鹿
児

島
市
に
移
り
住
み
、
戦
争
で
自
宅
が
全
焼
し
て
し
ま
っ

た
た
め
、
終
戦
後
、
衣
服
な
ど
必
要
な
も
の
を
知
覧
の

親
戚
を
ま
わ
り
も
ら
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

市
長　
赤
﨑
先
生
は
、
大
龍
小
の
校
訓「
敬
天
愛
人
」と
二

中（
現
・
甲
南
高
校
）

の
校
訓「
剛ご

う･

明め
い･

直ち
ょ
く

」

が
鹿
児
島
で
学
ん
だ

精
神
的
支
柱
と
な

り
、
戦
時
中
も
先
輩

た
ち
と
交
流
を
深
め

る
中
で
、
心
身
を
鍛
錬
で
き
た
と
著
書
で
回
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
二
中
在
学
中
の
１
９
４
５（
昭
和
20
）年

６
月
に
鹿
児
島
大
空
襲
が
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

赤
﨑
さ
ん　
は
い
、
空
襲
の
前
日
ま
で
学
徒
動
員
で
佐
世

保
に
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
任
務
が
あ
り
鹿
児
島
市
に

帰
っ
た
の
で
す
が
、
空
襲
の
と
き
は
城
山
の
上
り
口
に
あ

る
親
友
宅
に
い
ま
し
た
。
焼し

ょ
う

夷い

弾だ
ん

の
火
が
す
ご
く
て
、
親

友
の
弟
と
必
死
に
消
し
ま
し
た
。

何
時
間
か
頑
張
っ
て
な
ん
と
か

消
し
ま
し
た
が
、
市
街
地
の
方

か
ら
ガ
ス
が
ど
ん
ど
ん
流
れ
て

き
て
、
息
苦
し
く
な
り
、
倒
れ

こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
翌
早

朝
、
父
が
迎
え
に
き
て「
勇
！
」

と
い
う
声
で
、
我
に
返
り
ま
し

た
。そ
の
ま
ま
倒
れ
て
い
れ
ば
、

ガ
ス
中
毒
に
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。付
近
で
焼
け
残
っ

た
の
は
親
友
宅
だ
け
で
し
た
。

市
長　
８
回
に
わ
た
る
空
襲
で
鹿
児
島
市
の
９
割
以
上
を

焼
失
し
ま
し
た
。

赤
﨑
さ
ん　
自
宅
も
全
焼
し
て
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
私

の
幼
い
と
き
の
写
真
は
、
肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
い
た
２

枚
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長　
そ
し
て
終
戦
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

赤
﨑
さ
ん　
二
中
４
年
の
８
月
に
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。

口
に
は
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
戦
況
は
厳
し
い
と
感

じ
て
お
り
、
正
直
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
焼
け
跡
で
２
回

ほ
ど
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
の
機き

銃じ
ゅ
う

掃そ
う

射し
ゃ

を
受
け
ま
し
た
。

多
く
の
年
配
の
方
が
同
じ
よ
う
な
体
験
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
私
よ
り
年
長
の
方
が
多
数
、
戦
病
死
さ
れ
て

い
ま
す
。
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
て
も
、
戦
争
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
私
の
心
か
ら
の
願
い
で
す
。

■ 

光
へ
の
憧
れ

市
長　
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
に
は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど

壮
絶
な
体
験
を
さ
れ
た
の
で
す
ね
。

赤
﨑
さ
ん　
戦
災
後
、
鹿
児
島
市
の
川
上
に
疎
開
し
て
お

り
、
当
時
伊
敷
に
移
転
し
て
い
た
二
中
に
は
片
道
２
時

間
半
ほ
ど
歩
い
て
通
っ
て
い
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
も

教
科
書
は
な
く
、
古
い
辞
書
を
借
り
、
魚
油
を
使
っ
た

小
さ
な
ラ
ン
プ
の
灯
り
で
見
て
い
ま
し
た
。
と
に
か
く

光
が
欲
し
か
っ
た
の
で
す
。
森
市
長
は
ご
存
じ
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

市
長　
は
い
。
戦
後（
昭
和
24
年
）生
ま
れ
で
す
の
で
。

赤
﨑
さ
ん　
戦
時
中
は
、
灯
り
が
絶
対
に
外
に
漏
れ
な
い

よ
う
に
室
内
を
暗
く
し
て
い
ま
し
た
。
私
だ
け
で
な

く
、
同
世
代
の
人
は
灯
り
に
対
し
て
特
別
な
思
い
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

市
長　
学
生
時
代
の
多
感
な
時
期
に
体
験
さ
れ
た
こ
と
が

そ
の
後
の
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
い
ま

す
。
戦
時
中
の
体
験
が
光
の
発
明
に
つ
な
が
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
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赤あ

か

﨑さ
き 

勇い
さ
む

さ
ん
の
主
な
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
２
９（
昭
和
４
）年
１
月
30
日　

　
南
九
州
市
知
覧
町
生
ま
れ　
※
４
人
き
ょ
う
だ
い
の
次
男

１
９
４
１（
昭
和
16
）年　

　
大
龍
尋
常
高
等
小
学
校（
現
・
鹿
児
島
市
立
大
龍
小
学
校
）卒

業
１
９
４
６（
昭
和
21
）年　

　
鹿
児
島
県
立
第
二
鹿
児
島
中
学
校（
現
・
県
立
甲
南
高
等
学

校
）４
年
修
了
、
第
七
高
等
学
校
造
士
館
理
科
甲
類
入
学

１
９
４
９（
昭
和
24
）年　

　
第
七
高
等
学
校
理
科
卒
業
、
京
都
大
学
理
学
部
入
学

１
９
５
２（
昭
和
27
）年　

　
京
都
大
学
理
学
部
卒
業
、
神
戸
工
業
㈱（
現
・
富
士
通
㈱
）入

社　
１
９
５
９（
昭
和
34
）年　

　
名
古
屋
大
学
工
学
部
助
手（
後
に
講
師
、
助
教
授
）

１
９
６
４（
昭
和
39
）年　

　
㈱
松
下
電
器
産
業（
現
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
）東
京
研
究
所
基

礎
第
四
研
究
室
長
・
半
導
体
部
長

１
９
８
１（
昭
和
56
）年　

　
名
古
屋
大
学
工
学
部
教
授

　
・ 

１
９
８
５（
昭
和
60
）年
、

「
高
品
質
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
単

結
晶
」の
世
界
初
の
実
現

　
• 

１
９
８
９（
平
成
元
）年
、
窒

化
ガ
リ
ウ
ム
ｐ
ｎ
接
合
型

青
色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
世
界
初
の

実
現

１
９
９
２（
平
成
４
）年　

 

　

名
古
屋
大
学
定
年
退
官（
現

在
、
同
大
学
特
別
教
授
・
名
誉
教
授
）、
名
城
大
学
理
工
学

部
教
授（
現
在
、
同
大
学
終
身
教
授
・
特
別
栄
誉
教
授
）

２
０
０
４（
平
成
16
）年　

　
文
化
功
労
者
顕
彰　

２
０
０
９（
平
成
21
）年　

　
京
都
賞
受
賞

２
０
１
１（
平
成
23
）年　

　
エ
ジ
ソ
ン
賞
受
賞

　
文
化
勲
章
受
章　

２
０
１
４（
平
成
26
）年　

　
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞　

　
※
詳
し
く
は
３
面
下
を
ご
覧
く
だ
さ
い

２
０
１
５（
平
成
27
）年　

　
鹿
児
島
市
が
市
民
栄
誉
賞
を
、

鹿
児
島
県
が
県
民
栄
誉
表
彰

を
贈
呈

　
（
注
） 他
に
も
著
名
な
賞
を
多
数
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す

甲南高校のノーベル
物理学賞受賞記念碑

鹿児島市民栄誉賞授賞式 名城大学での研究の様子


